












要約 横浜市におけるHBs抗体検査済の昭和51～61年の妊婦の検体(約43,000件)につき、

HTLV-1 抗体検査を行なった。HTLV-1 抗体陽性率、HBs 抗体陽性率はともに、出生年・妊娠

年齢別観察から、出生年とともに低下する傾向が認められた。両者の出生年に伴う低下傾

向は強く相関した。さらに、HBs 抗体陽性者のHTLV-1 抗体陽性率(1.1%)は、HBs抗体陰性

者のそれ(0.6%)よりも大きかった。したがって、HBs 抗体陽性率の出生年に伴う低下は、

水平感染の低下であることが報告されていることから、HTLV-1 抗体陽性率のそれも同様の

原因で低下している可能性が示唆された。 


